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PRESS RELEASE  

報道関係各位                            株式会社薬王堂 

 

 

「サプライチェーン イノベーション大賞 2025」の「大賞」を受賞 

～非食品+食品融合型フルライン物流改革について～ 
 

 

 
 

 株式会社薬王堂（本社：岩手県盛岡市、代表取締役 社長執行役員 西郷孝一、以下薬王堂）及び株式

会社ＰＡＬＴＡＣ（本社：大阪市、代表取締役社長 吉田拓也、以下ＰＡＬＴＡＣ）は、取引先様２３社の協力 

で実施した非食品・食品の一括物流（プロジェクト名：非食品+食品融合型フルライン物流改革）の取り 

組みが評価され、7月 4日に「サプライチェーン イノベーション大賞 2025」の「大賞」を受賞しました。 

 

 「サプライチェーン イノベーション大賞」は、経済産業省が支援する製・配・販連携協議会がサプライ

チェーン全体の最適化に向け、製・配・販各層の協力の下で優れた取り組みを行い、業界を牽引した

事業者に対しその功績を表彰するものです。 

 

《受賞概要》 

 薬王堂とＰＡＬＴＡＣが属するサプライチェーンは、配送費・人件費・エネルギーコストの高騰といった

経済的課題や、働き方改革・ホワイト物流・二酸化炭素排出量の削減といった社会的課題に直面して

います。今回の取り組みでは、これまで別々で行うことが業界の常識であった非食品部門と食品部

門の物流を、一括して取り扱う（PALTACへ委託）ことで物流生産性が飛躍的に改善しました。加え

て、今回の取り組みに際し、複合的な課題（経済的課題、社会的課題並びに製・配・販及び配送事業者

それぞれが抱える課題）を両社で共有し、解決に向けた取り組みを実施することで、これらの課題の

同時解決を実現しました。 

これにより、配送に要する人手やトラック台数及び二酸化炭素排出量は２～３割減少しており、配

送費の削減やホワイト物流の推進に繋がっています。さらに、配送回数の減少に伴い、店舗での荷受

け作業が減少されるほか、既に非食品部門で導入されているカテゴリ納品を食品部門にも導入する

ことで、陳列作業の効率化が図られ、働き方改革にも貢献することが評価されました。(詳細は３頁目

以降の取り組み説明資料をご覧ください。) 

 

※カテゴリ納品：店舗の売り場構成に合わせて、カテゴリごとに商品を分類して納品すること。 

陳列・補充時の移動が減少し、店舗作業の負担軽減につながります。 
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《今後の展望》 

 薬王堂は「地域の皆様の美と健康と豊かな暮らしに貢献する」、またＰＡＬＴＡＣは「人々の豊かで快

適な生活の実現に貢献する」という理念のもと、両社は社会・環境課題の解決に資する取り組みを進

めており、今回の共同受賞は、おかげさまで 4回目となります。今後も取り組みを通じて得られた知

見と成果を礎に、持続可能で効率的な物流ネットワークの構築を目指し、より良い未来の実現に向け

て挑戦を続け、両社の理念実現に邁進していきます。 

 

（本取り組みのスキーム図） 

 

 

【本リリースに関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
株式会社薬王堂 経営企画部 舘澤 裕 / 遠藤 愛 

TEL 019-621-5021（代表） 



1Copyright© 202５PALTAC Corporation All Rights Reserved.

製・配・販連携による店舗（売場）起点での

サプライチェーン全体最適に向けたロジスティクス改革

～薬王堂の非食品＋食品融合型フルライン物流改革取組みについて～

２０２５年7月4日（金）

製・配・販連携協議会 サプライチェーンイノベーション大賞応募資料

お取引先 ２３社
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PALTACの事業内容

生活必需品を取扱い、生活者の当たり前の日常を支える

社会インフラの役割を担う

総出荷数 （ 年 間 ）

35億個

国民１人当たり （ 年 間 ）

30個

メーカー

1,000社

小売業

400社

（50,000店舗）

出荷数

取引先
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PALTACの事業内容

一般用医薬品

風邪薬／頭痛薬
ビタミン剤／胃腸薬

目薬／外用消炎剤 など

化粧品

シャンプー／洗顔料
化粧水／男性化粧品

制汗剤／リップ／メイク など

日用品

衣料洗剤／食器洗剤
歯ブラシ／ペーパー類

ラップ／殺虫剤／カイロ など

健康・衛生関連品

ベビー用品／サプリメント
機能性食品／マスク

消毒液／コンタクトケア など

当社は、すべての人々の

日常に密着した生活に欠かすことのできない商品を

取り扱う中間流通事業者です。

取扱い品目：50,000品目
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PALTACが目指す中間流通業とは

商流・物流・情報

メーカー様 小売業様PALTAC

商流・物流・情報

400社

消費者満足

サプライチェーン全体の最適化・効率化への貢献

流通全体の生産性向上 及び サステナビリティへの貢献を同時に実現

1,000社
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目次

１．製・配・販連携によるこれまでの薬王堂物流改革の取組み

２．予測困難な業界環境変化においてサプライチェーンにおける『企業責任』

３．サプライチェーンを取り巻く社会環境

４．非食品・食品を融合したフルライン物流による物流効率化

５．製・配・販各領域の課題とロジスティクス改革への期待

６．課題解決に向けた具体策事例

７．定量的効果と課題対策評価

８．その他（サステナブルロジスティクスの取組み・SDGs等の課題解決）
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製・配・販連携によるこれまでの薬王堂物流改革の取組み

■２０１５年～物流受託業務開始(東北/宮城/青森/八戸)

■2015年～流通全体で大幅にタッチ回数削減

製
・配
・販
連
携
で
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
改
革
変
遷

年
度
別
取
組
み
内
容

年
度
別
取
組
み
結
果

同時に物量平準化を実施、カテゴリー納品の開始、返品業務の集約化

ムリ・ムダ・ムラの排除店舗オペレーション生産性向上（作業時間半分に）

■２０１６年～新店オープン時の部門・通路別納品、発注単位見直し

■2016年～
①店舗内での補充陳列作業軽減（作業時間は半分に）②物流センター生産性向上（約３０％改善）

■２０１７年～店舗別在庫コントロール及び店舗間移動システムの開始

■２０１７年～
返品削減と同時に店舗在庫の適正化の挑戦（約２０％削減）

■２０１８年～他小売業との共同配送開始、納品時間、納品回数見直し

在庫型センター 食品共同配送 食品+非食一括物流

■２０１８年～
トラック積載率約20%～30%向上

■２０２０年～キャリーユニットロード開始、食品TC物流受託開始(八戸)

■２０２１年～食品物流 共同配送開始(八戸)

■２０２４年9月～
雑貨・食品一括物流開始（宮城）

■２０２２年～食品物流 共同配送開始(青森)

■２０２２年～非食品センター(秋田)

■2020年～
お酒、ペットカテゴリーよりTC1型対応を開始

(積載率約10％向上)

■２０２１年～
青森エリア共同配送開始。店舗納品車両数減（約５％削減）

■2024年9月～
トラック台数20%～30%削減目標

■２０２2年～
秋田エリア共同配送開始。店舗納品車両数減（約５％削減）

年
次
ト
ピ
ッ
ク
ス(

予
測
含)

増税駆け込み需要

EC市場拡大

新型コロナウイルス

2024年問題(改善基準告示)標準的な運賃の告示

2015年～２０２０年 20２１年～２０２５年

能登半島地震

２０２５年
労働力不足(330万人)
運送力不足▲28%
自動運転トラック実用化

原油高騰

これまで培ってきた物流ノウハウを今後さらに厳しさが増す業界変化に向けてレジリエンス体制強化！
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VUCAの時代

•政治的対立の深刻化：物価高騰の持続

•経済の分断：調達リスクの増大

•持続可能な社会の常識化：社会コストの増加

• IT進化による不可逆的な利便性・合理性追求

：労働生産性のUPと対価の増大

予測困難な業界環境変化においてサプライチェーンにおける『企業責任』

製・配・販が連携し、業種・業態の垣根を超えたサプライチェーン構築が必要
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サプライチェーンを取り巻く社会環境（着眼点）

物流業界の課題
↓

物価上昇

人手不足 賃金・物価上昇

顧客ニーズの変化 環境への配慮

●高齢化と若手人材の確保困難
●乗務員の退職、他業界へ転職
●稼働時間の減少(働き方改革)
●乗務員の収入減少

●少量・多頻度配送の増加(EC加速化)
●短納期への対応

●燃料費の高騰
●人件費の上昇
●運行・待機・荷役時間
●運賃の値上

●CO2排出量の削減
●EV・水素トラック導入
●特殊燃料（バイオ）
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非食品・食品を融合したフルライン物流による物流効率化
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２０２２年１月３１日、非食品・食品一括物流の開始を両社合意
業界環境変化に向けて、早期にロジスティクス改革が必要と判断

サプライチェーン全体最適には、非食品・食品を融合したフルライン物流が必要と判断
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（＊庫内メリット）従来ハイブリッド（HB）センターに食品部門を融合し、効率最大化

＜従来型専用ＤＣセンター＞ 専用の建物にそれぞれの在庫を受託し管理

＜ハイブリット（HB)型センター＞ 既存センター在庫を活用し、お取引先在庫と融合で効率最大化

卸センター機能 専用センター機能

仕入振替・預託（非食品） 専用在庫

Ｂ卸

Ｃ卸

Ｄ卸
Ａ卸

E卸

F卸

共有在庫機能

既存の卸在庫

＜フルライン型HBセンター＞ 既存HB型センターと食品部門を融合しサプライチェーン全体最適化

卸センター機能 専用センター機能

仕入振替・預託（食品融合） 専用在庫（食品部門融合）

共有在庫機能

既存の卸在庫

・日用雑貨、化粧品、ヘルスケア（OTC）のみ（店舗棚割りに応じた出荷体制）

・日用雑貨、化粧品、ヘルスケア（OTC）に食品部門を追加（店舗売場の約７割をカバー）

第１弾

第２弾

第３弾



12Copyright© 202５PALTAC Corporation All Rights Reserved.

BEFORE

AFTER

薬王堂 非食品センター

薬王堂 食品センター

(PALTACが受託・運営)

(他企業が受託・運営)

薬王堂 非食品＋食品センター

(PALTACが受託・運営)

カテゴリ納品（非食品のみ）

食品のみ

薬王堂 店舗

荷受回数×2回

薬王堂 店舗

荷受回数×１回

フルラインカテゴリ納品実現
非食品と食品（店舗物量の約７割～８割）の一括物流

トラック台数及びＣＯ２は約2～3割削減

非食＋食品を集約(‘24年9月～)

（＊配送メリット）フルライン型ハイブリッドセンターへ集約し、配送効率最大化

2024年問題(ドライバー不足・運賃高騰)を本取組みで解決し、商品の安定供給を実現
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製・配・販各領域の課題とロジスティクス改革への期待

サプライチェーンにおける各領域の課題とフルライン物流への期待

取引先

・高品質運営・管理
・入出庫生産性向上
・流通在庫最適化

・店舗作業効率化
・販売管理費低減
・機会ロス・欠品防止

・保管コスト低減

ＰＡＬＴＡＣ 薬王堂

・リードタイム短縮 ・店舗ｽﾍﾟｰｽ効率化

・輸送積載率向上
・輸送コスト低減

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ不足対応
・輸送コスト低減

・店舗作業標準化
・店舗受入効率化

・事前発注精度向上
・まとめ発注強化
・在庫管理業務最適化

売り場起点で考え、サプライチェーンを製・配・販連携で最適化

課題

①

②

③
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課題解決に向けた具体策事例
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課題①への取り組み
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課題①への取組み・・・店舗棚割り順に応じた商品出荷による品揃え

◆店舗補充作業の生産性向上

売場レイアウトに応じた物流センターレイアウト設計

【物流センターの棚割】

オリコン内商品を売場棚割り順に品揃え

店舗の商品補充作業の生産性向上＝作業人時（約２割低減）

⇒店舗作業全体の約５２％を占める補充作業の時間短縮

【店舗の棚割】 【食品部門のカテゴリー納品】

〈項目と作業人時の構成比〉

〈商品作業〉
５１．８％
◆検品・仕分け
◆店内搬送
◆品出し・陳列
◆返品作業

〈事務作業〉
７．２％

〈レジ作業〉
※接客対応含む
４１．０％

効率化
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課題①への取組み・・・発注単位改善による発注行数低減＝発注回数低減

◆商品特性毎のグルーピング単位に、発注単位を改善し発注行数改善

実績値

目標値
発注行数の改善により
発注回数は減少傾向

単位：回

物流センター出荷及び店舗のそれぞれ作業人時が約10%低減
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SCLM
物流システム

大型発注は、２週間前
迄に計画発注

ＰＯＳシステム

ＤＣ

店
舗

店
舗

店
舗

PALTAC小売支援システム

物流センターで
発注代行業務

小売業からお取引先までの発注業務（需要予測）を連携し、サプライチェーン全体で在庫最適化

PALTAC物流システム受注システム

小売業

店舗ｼｽﾃﾑ

需要予測エンジン

商品・在庫マスタ

入荷予約システム

物流センター

物流センターから
の必要数を出荷

入荷予約入力

入荷予定データ

ＥＤＩ

メーカー/お取引先

ＥＤＩ

課題①への取組み・・・物流センターでお取引先の発注業務を代行し、流通在庫最適化

・売場の固定

・販促の固定

薬王堂での”売場の固定”と”販促の固定”が、製・配・販全体での商品安定供給を実現
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課題②への取り組み
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◆店舗営業時間から翌午前中への店舗納品時間のフリースケジュール化

課題②への取組み・・・納品指定時間緩和による配送効率化

・店舗受入時間に柔軟性を導入
夜間納品だけではなく、営業時間内の受入れを可能

・物量と連動した、店舗納品時間変動対応
納品物量に応じて日々、店舗納品時間も変更可能

2024年問題を考慮し、店舗納品時間の緩和と納品時間の柔軟な対応を実現
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課題②への取組み・・・販売状況連動型での出荷品質対応で配送効率化

◆販売状況に応じて、優先補充商品を部門別に物流センターで出荷⇒食品部門の納品回数半分に実現！

１.優先補充部門
納品日１日目

２.低優先補充部門
納品日２日目

①ケース品
②食品、酒
③日用品
④トイレタリー

⑤バラエティ
⑥ドラッグ
⑦衛生・ベビー
⑧化粧品
⑨衣料

３．結果

補充優先商品と低優先商品を
部門毎に物流センターで仕分け
可能となり、食品部門の納品回
数を『週６回から週３回へ低減』
することが実現。

・トラック積載効率の向上
・ドライバー拘束時間低減
・CO2排出の低減

トラック台数及びＣＯ２は

約2～3割削減

店舗補充優先の部門と低優先の部門を物流センターで完全に仕分けすることで、
店舗には1回で納品が可能となり、食品部門は従来の週6回配送から週3回配送へ
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課題②への取組み・・・運送ＤＸへの取り組み（運行管理情報の可視化）

◆運行管理情報を可視化し、ドライバーにおける「働き方」改善への取り組みを実施
⇒店舗荷降し時間や、運行時間の低減に向け、
運行管理システムを導入(株式会社Hacobu様のMovoFleet(ムーボ・フリート)を導入)

専用端末をシガーソケットに
取り付け 配送計画を入力し、

走行実績・配送実績
データの活用

店舗納品時間を可視化。納品時間が長い店舗より改善(2024年問題対策)
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（従来）

◆車格の改善・・・10t車比率の向上

10
ト
ン
車

4
ト
ン
車

配送距離
(km)

（変更後）

カゴ車数
(平均/日)

課題②への取組み・・・運送ＤＸへの取り組み（運行管理情報の可視化）

10t車の適正領域

一括物流で
積載物量を約２倍に

10t車の適正領域

車格の構成比

車格の構成比

車格の構成比

食品雑貨一括物流により、１店舗当たり積載物量は約２倍にアップ（積載率向上）

⇒（従来）4t車：10t車比率＝78％：22％ （変更後） 4t車：10t車＝５５％：４５％

1店舗あたり積載物量（平均カゴ車数）
を増加することができれば、
10t車の比率を高めることが可能

一括物流により積載物量が2倍と
なった結果、10t車の比率を
高めることに成功

車格 比率

4t車 78.3%

10t車 21.7%

計 100%
車格 比率

4t車 55%

10t車 45%

計 100%

車格 比率

4t車 68.2%

10t車 31.8%

計 100%
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●他取引先との共同配送(PALTAC手配)

他社業務との
積み合わせによる

積載効率向上

課題②への取組み・・・お取引先と配送融合による積載効率化

●ミルクラン集配方式(PALTAC手配)

集荷

お取引先

お取引先

PALTAC

PALTAC

集荷

運行集約(3回/週)
多様な積み合わせ
積載効率を担保

お取引先 PALTAC納品
（導入効果）
・トラック積載率(実車率)の向上
・運行集約による積載効率を担保
・トラック台数、乗務員の低減(約▲10%)
・CO2排出量の低減(約▲10%)

●単独手配(ベンダー手配)

お取引先
PALTAC

納品

各取引先毎の配送乗務員を半分に集約

他取引先

車庫

集荷

集荷

納品

項目 Before 比較 After

乗務員
人件費 2人 >

集
約

1人

車両
原価 2車 1車

◆運行情報可視化でお取引先調達物流での配送効率化

お取引先 納品

BEFORE

AFTER①

AFTER②
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課題②への取組み・・・マテハン統一によるユニットロード化の実現

◆マテハンの統一とユニットロード化によるドライバー「働き方」改善

BEFORE

AFTER

メーカー

PALTAC

薬王堂店舗

メーカー

薬王堂店舗
調達 庫内 配送

バラ積み

バラ降ろし

※PALTACが
カゴ車で引取※お取引先で

カゴ車出荷

※PALTACが
カゴ車で納品

メーカーの出荷時点(引取)からカゴ車へ載せ替えへ変更

ユニットロード化
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課題③への取り組み
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課題③への取組み・・・リードタイム短縮について

BEFORE

AFTER

モノの流れ(リードタイム：５日)

メーカー 薬王堂店舗

モノの流れ(リードタイム：3.9日 ▲1.1日)

受注

受注

集約

リードタイム:2日 リードタイム:1日 リードタイム:2日

リードタイム:2日

メーカー ベンダー 薬王堂店舗物流委託業者

PALTAC

リードタイム:1.9日

◆リードタイム短縮（5日から３．９日へ）による在庫量の低減

リードタイム短縮により
在庫量を約20%低減
⇒店舗スペース効率化

出荷 出荷

出荷

受注

出荷

受注

受注

出荷
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定量的効果と課題対策評価
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薬王堂の定量的効果結果

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

月平均人時 既存店売上高（％）

１店舗当たり月平均人時と既存店売上高の推移

月平均人時
（単位：人時）

既存店売上高
（単位：％）

１店舗当たり人時は減少し、

既存店売り上げは増加

月平均人時近似曲線
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109%

104%

98%

106% 107%

127%

95%

100%

105%

110%

115%

120%

125%

130%

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

人時生産性伸長率

人時生産性伸長率

PALTACの定量的効果結果

人時生産性は上昇傾向

人時生産性
（単位：前年対比率）

宮城県沖地震影響
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【店舗配送での改善効果（ＣＯ２排出量約２０％削減）】
□横持便の削減（宮城RDC～宮城FDC）

車格
走行台数

台数/月

走行距離

km/月

CO2排出量

kg-CO2

現状 PALTAC…③ 10t 26 1,040 1,027

改善後 PALTAC…➃ 10t 0 0 0

□横持便の削減（東北RDC～宮城FDC）

車格
走行台数

台数/月

走行距離

km/月

CO2排出量

kg-CO2

現状 PALTAC…⑤ 10t 78 29,172 28,806

改善後 PALTAC…⑥ 10t 26 9,724 9,602

1,351 333,444 220,196

1,079 271,661 179,774

-272 -61,783 -40,422

80% 81% 82%

改善(②＋➃＋⑥)

差額

差率

定期便シミュレーション

現状(①+③＋⑤)

定期便シミュレーション

スギ１本当たりＣＯ２吸収量＝１４ｋｇ/年間

ＣＯ２排出量削減効果
【店舗＝３００坪当たり】

□店舗配送（現状） 13

車格
走行台数

台数/月

走行距離

km/月

CO2排出量

kg-CO2

10t 187 49,564 44,928

4t 402 106,421 54,321

589 155,984 99,249

10t 143 40,283 36,515

4t 515 106,964 54,599

658 147,247 91,113

1,247 303,232 190,362

□食品＋雑貨一括店舗輸送(改善後)

車格
走行台数

台数/月

走行距離

km/月

CO2排出量

kg-CO2

10t 260 54,314 47,089

4t 260 71,513 35,011

520 125,827 82,099

10t 273 57,837 49,753

4t 260 78,273 38,320

533 136,110 88,073

1,053 261,937 170,172

小計

合計…②

小計

水金日

食品雑貨
PALTAC

定期便シミュレーション

火木土

食品雑貨
PALTAC

小計

合計…①

小計

雑貨 PALTAC

定期便シミュレーション

食品 日本アクセス既存物流会社

ロジスティクス改革に伴うCO２排出削減効果について
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製・配・販各領域の課題に向けた実施評価

取引先 ＰＡＬＴＡＣ 薬王堂

課題

・高品質運営・管理(○)
・入出庫生産性向上(○)
・流通在庫最適化(○)

・店舗作業効率化(○)
・販売管理費低減(○)
・機会ロス・欠品防(○)

・保管コスト低減(○) ・リードタイム短縮(○) ・店舗ｽﾍﾟｰｽ効率化(△)

・輸送積載率向上(○)
・輸送コスト低減(○)

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ不足対応(○)
・輸送コスト低減(○)

・店舗作業標準化(○)
・店舗受入効率化(○)

・事前発注精度向上(△)
・まとめ発注強化(△)
・在庫管理業務最適化(○)

①

②

③

今後は、『物流』×『データサイエンス』で更なる効率化に挑戦
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その他・・・サステナブルロジスティクスの取組み

◆物流センターの人手不足対策とBCP対応

非常用自家発電装置

災 害 時 に ３ 日 間 の
セ ン タ ー 稼 働 が 可 能

免震構造

地 震 に よ る 影 響 を
最 小 限 に 抑 え る

相互出荷体制

複 数 セ ン タ ー か ら の
商 品 代 替 出 荷 が 可 能

サーバー二重化

有 事 の 際 も 停 止 し な い
シ ス テ ム を 構 築

食品ケース出荷
ロボット

ロ ボ ッ ト を 活 用 し 、
人 に 優 し い 物 流 を 実 現不安定な商品や液体、重量品は揺れ

の小さい下段に保管する。
自動倉庫用在庫配置ロジックを開発

最適保管層管理

災害やデータ通信障害時でも、”商品の安定供給＝『止めない物流』”を実現
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SDGsの視点

①製・配・販連携したロジスティクス改革

②非食品・食品融合における配送トラック削減（ＣＯ２削減）

③販売データ連携による在庫最適化

「ホワイト物流」推進
トラック配送の生産性の向上・物流の効率化
⇒非食品・食品融合における配送積載効率向上
⇒お取引先への調達物流推進（追加トラック無し）

SDGs等の課題解決にも効果

今後もサプライチェーンを担う企業として社会的役割を果たして参ります。


